
健康年齢はご自身の健康状態を分かりやすく理解するための指標です。
ご自身の健康度合いを測る指標の一つとして参考にしていただければ幸いです。

健康診断の結果から、あなたのカラダは何歳相当なのかを統計的に判定し、健康年齢が高い
ほど、生活習慣病リスクや将来の医療費が高騰するリスクがあることを意味します。健康年
齢は360万人分の健診データと医療費(*2)の統計モデルから開発され、人間ドックの結果通
知や生命保険の料率計算など、様々な場面で利用されています。

健康年齢とは

※算出に必要な健診項目（12項目）:  BMI、収縮期血圧、拡張期血圧、中性脂肪、HDLコレステロール、LDLコレステロール、AST（GOT）、
ALT（GPT）、γ-GT（γ-GTP）、血糖（HbA1cまたは空腹時血糖）、尿たんぱく、血清クレアチニン（血清クレアチニン以外は必須項目）
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健康年齢通知

検査項目ごとに同年代比較と平均値を表示します
※グラフの閾値は人間ドック学会の基準値です。
※アイコン（顔マーク）は閾値で制御されます。

疾病リスク、このままの健診結果
だった場合の将来医療費を表示

医師監修による健康年齢

改善アドバイスを記載。

現在の健診課題の問題点を
わかりやすく解説します


